
四
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

会
員
の
体
験
意
見
発
表
と
討
論

の
会

日
時　

令
和
3
年
4
月
18
日（
日
）

　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
4
時
30
分

会
場　

北
と
ぴ
あ
9
階
9
0
2
会
議
室

交
通　

�

J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

一
〇
〇
〇
円

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
第
3
波
に

よ
り
、
残
念
な
が
ら
12
月
の
「
会
員
の

体
験
意
見
発
表
と
討
論
の
会
」
が
中
止

と
な
り
ま
し
た
。
1
月
7
日
に
発
令
さ

れ
た
2
回
目
の
緊
急
事
態
宣
言
に
よ
り
、

感
染
者
数
は
減
少
し
て
お
り
、
日
本
に

お
け
る
ワ
ク
チ
ン
接
種
も
始
ま
り
ま
し

た
。
ま
だ
、
感
染
者
数
の
変
動
は
あ
り
、

油
断
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
未
開
催
の
12

月
の
会
を
改
め
て
開
催
致
し
ま
す
。

毎
年
恒
例
と
な
っ
て
い
る
一
人
の
講

師
の
講
演
で
は
な
く
、
参
加
者
の
皆
様

か
ら
の
U
F
O
、
超
常
現
象
、
心
霊
現

象
、
オ
ー
ブ
等
サ
イ
現
象
に
関
す
る
目

撃
・
体
験
や
意
見
の
発
表
、
そ
れ
ら
を

◎
事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

※
今
月
は
年
度
替
わ
り
で
す
の
で
、「
会

費
納
入
の
お
願
い
」
の
通
知
と
郵
便
振

替
用
紙
が
同
封
さ
れ
て
い
ま
す
。
い
ろ

い
ろ
出
費
の
多
い
時
期
で
恐
縮
で
す
が
、

日
本
サ
イ
科
学
会
の
活
動
は
皆
様
の
年

会
費
で
支
え
ら
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、

早
め
の
お
振
り
込
み
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

※
ま
た
、
日
本
サ
イ
科
学
会
は
近
年
、

会
計
が
厳
し
く
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

少
し
で
も
御
寄
付
が
戴
け
ま
し
た
ら
、

助
か
り
ま
す
。
恐
縮
で
す
が
御
寄
付
を

し
て
い
た
だ
け
る
方
は
、
同
封
の
郵
便

振
替
用
紙
の
該
当
欄
に
そ
の
金
額
を
記

入
し
、
年
会
費
に
追
加
し
て
、
お
振
り

込
み
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

テ
ー
マ
に
し
た
意
見
交
換
・
討
論
等
、

気
楽
な
感
じ
で
懇
談
会
を
開
催
致
し
ま

す
。皆

様
の
中
で
、
ご
自
分
で
撮
っ
た
不

思
議
な
写
真
、
ビ
デ
オ
映
像
等
を
お
持

ち
の
方
や
、
U
F
O
、
超
常
現
象
、
心

霊
現
象
、
オ
ー
ブ
等
サ
イ
現
象
で
発
表

し
た
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
是
非

事
務
局
に
メ
ー
ル
で
ご
連
絡
願
い
ま
す
。
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今
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せ

◎
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◎
「
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科
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博
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ア
ー
カ

　

イ
ブ
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い
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お
知
ら
せ

◎「
ム
ー
3
月
号
」オ
ー
ブ
記
事
掲
載

◎
関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
三
月
研
究
集

　

会
の
お
知
ら
せ

◎
第
42
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会
予
告

◎
第
12
回
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
研
究
分
科

　

会
の
お
知
ら
せ

◎
令
和
元
年
6
月
本
部
例
会
の
報
告
Ⅲ

◎
第
四
五
四
回
関
西
サ
イ
科
学
会
報
告

◎
『
バ
ク
ト
ロ
ン
仮
説
』（
政
木
和
三
博

　

士
）と「
反
重
力
」

◎
本
部
例
会
ビ
デ
オ
映
像
販
売

◎
サ
イ
（
気
）
に
よ
る
念
写
像
の
物
質

　

化（
そ
の
1
）

◎
サ
イ
現
象
は
ア
ク
シ
オ
ン
に
よ
っ
て

　

起
き
て
い
る
!

特
別
講
師
は
お
り
ま
せ
ん
が
、
参
加

者
の
皆
様
の
自
由
な
発
言
で
い
つ
も
楽

し
い
会
に
な
り
ま
す
し
、
終
了
後
の
懇

親
会
も
面
白
い
話
題
で
盛
り
上
が
り
ま

す
。参

加
費
は
、
会
員
、
一
般
と
も
千
円

で
す
の
で
、
気
楽
に
ご
参
加
願
い
ま
す
。
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※�
感
染
者
数
が
急
増
し
た
場
合
は
、
本

部
例
会
、
分
科
会
等
の
中
止
も
あ
り

得
ま
す
の
で
、
ご
参
加
前
に
公
式
サ

イ
ト
を
ご
覧
願
い
ま
す
。

※�

3
月
と
5
月
の
本
部
例
会
は
通
常
の

お
休
み
と
な
り
ま
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

「
心
を
科
学
す
る
博
物
館
」
と

　　

一
般
の
御
寄
付
御
礼

（
2
／
10
受
領
分
ま
で
）

金
一
万
七
千
円
也　

小
林　

信
正　

様

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

◎�「
心
を
科
学
す
る
博
物
館
」
ア
ー

カ
イ
ブ
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

「
心
を
科
学
す
る
博
物
館
」
の
ア
ー

カ
イ
ブ
が
充
実
し
て
き
ま
し
た
の
で
、

お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

「
サ
イ
ジ
ャ
ー
ナ
ル
創
刊
号
」（
1

9
7
6
年
1
月
号
）か
ら
、「
3
9
4
号
」

（
2
0
1
0
年
11
・
12
月
号
）
ま
で
の

目
次
と
、「
3
9
5
号
」（
2
0
1
1
年

1
・
2
月
号
）
～
「
4
4
4
号
」（
2
�0�

1
9
年
3
・
4
月
号
）
ま
で
の
目
次
＋

本
文
の
P
D
F
フ
ァ
イ
ル
が
掲
載
さ
れ

て
お
り
ま
す
の
で
、
過
去
の
サ
イ
ジ
ャ

ー
ナ
ル
に
興
味
の
あ
る
会
員
の
皆
様
は

チ
ェ
ッ
ク
願
い
ま
す
。

http://psi-science.org/kokoro/
psij/psij-backnom

ber.htm
l

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

◎「
ム
ー
3
月
号
」オ
ー
ブ
記
事
掲
載

月
刊
「
ム
ー
3
月
号
」
に
本
会
幹
事

の
小
澤
佳
彦
氏
が
書
か
れ
た
記
事
が
掲

載
さ
れ
ま
し
た
。

●
最
新
サ
イ
キ
ッ
ク
・
レ
ポ
ー
ト

「
カ
オ
ス
解
析
で
判
明
し
た
念
球
の
メ

カ
ニ
ズ
ム�

オ
ー
ブ
は
念
写
だ
っ
た
⁉
」

（
90
頁
～
95
頁
）

佐
々
木
茂
美
先
生
と
苗
鉄
軍
先
生
の

共
著
「
心
と
物
質
（
念
写
と
透
視
）」
の

解
説
を
、
福
来
友
吉
博
士
の
念
写
写
真

や
、
清
田
益
章
氏
の
念
球
写
真
、
小
澤

佳
彦
氏
の
オ
ー
ブ
写
真
、
佐
藤
禎
花
先

生
が
撮
ら
れ
た
動
画
映
像
写
真
等
も
用

い
て
、
時
系
列
的
に
並
べ
て
書
き
下
ろ

さ
れ
て
い
ま
す
。

会
員
の
皆
様
に
は
楽
し
め
る
読
み
物

に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
是

非
ご
覧
願
い
ま
す
。

※�「
ム
ー
3
月
号
」は
ア
マ
ゾ
ン
の

　

�Kindle

版
で
も
読
む
こ
と
が
出
来
ま

す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

三
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

出
口
王
仁
三
郎
と
霊
界
物
語

　
　
　
　

講
師　

出
口　

孝
樹�

氏

日
時　

令
和
3
年
3
月
20
日（
土
）

�

13
時
30
分
～
17
時（
開
場
13
：
15
）

会
場　

阿
倍
王
子
神
社
参
集
殿

交
通
・�

阪
堺
電
軌
上
町
線
「
東
天
下

茶
屋
」駅
下
車
徒
歩
5
分

　

・�

大
阪
メ
ト
ロ
御
堂
筋
線
「
昭

和
町
」駅
か
ら
徒
歩
15
分

　

・�

ま
つ
む
し
音
楽
堂
か
ら
阿
倍

野
筋
沿
い
に
徒
歩
10
分

会
費　

会
員
及
び
同
伴
の
家
族�

二
千
円

　
一
般�

三
千
円（
初
回
参
加
者
二
千
円
）

　

学
生�

一
千
円

講
師
を
囲
む
懇
親
会（
17
：
30
～
19
：
30
）

　

会
場
未
定�

会
費
三
千
円�

定
員
10
名

問
合
せ
0
6
・
6
6
2
4
・
0
5
5
9

※�

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
の
公
式
サ
イ

ト
申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム
か
ら
、
事
前

予
約
願
い
ま
す
。

講
演
内
容

出
口
王
仁
三
郎
（
明
治
4
年
～
昭
和

23
年
）
は
、
稀
代
の
宗
教
家
で
あ
り
、

京
都
府
綾
部
市
を
発
祥
地
と
す
る
新
宗

教
『
大
本
』
の
教
祖
の
一
人
で
す
（
も

う
一
人
の
教
祖
は
出
口
直
＝
な
お
開

祖
）。
書
画
、
陶
芸
、
歌
の
道
に
も
通
じ

て
お
り
そ
れ
ぞ
れ
に
膨
大
な
数
の
作
品

を
残
し
て
い
ま
す
。

大
正
10
年
と
昭
和
10
年
の
二
度
に
亘

り
国
家
か
ら
弾
圧
を
受
け
、
当
時
の
世

間
か
ら
は
、
国
賊
、
逆
賊
、
詐
欺
師
、

怪
物
な
ど
と
呼
ば
れ
ま
し
た
。
戦
後
か

ら
近
年
に
か
け
て
は
、
宗
教
ブ
ー
ム
や

ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ブ
ー
ム
な
ど
の
影
響

も
あ
っ
て
王
仁
三
郎
に
対
す
る
評
価
も

変
化
し
ま
し
た
。
予
言
者
、
霊
能
者
な

ど
と
神
秘
的
に
称
さ
れ
た
り
、
破
天
荒

な
行
動
と
気
宇
壮
大
な
人
柄
か
ら
、
大

化
け
物
、
巨
人
な
ど
と
呼
ば
れ
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
が
、
没
後
73
年
を
経
た
今

日
も
な
お
、
そ
の
言
葉
に
は
収
ま
り
き
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ら
な
い
ほ
ど
の
存
在
感
を
放
っ
て
い
ま

す
。今

回
は
、
い
く
つ
も
の
顔
を
持
つ
出

口
王
仁
三
郎
を
様
々
な
角
度
か
ら
捉
え

て
解
説
し
、
王
仁
三
郎
の
お
お
よ
そ
の

輪
郭
を
感
じ
と
っ
て
い
た
だ
く
と
と
も

に
、
そ
の
宗
教
思
想
の
核
心
と
も
い
え

る
『
霊
界
物
語
』（
全
81
巻
83
冊
）
に
つ

い
て
お
話
し
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま

す
。
も
ち
ろ
ん
83
冊
に
も
お
よ
ぶ
『
霊

界
物
語
』
を
一
日
で
説
明
し
尽
く
す
こ

と
は
不
可
能
で
す
が
、
そ
の
内
容
で
あ

る
と
こ
ろ
の
、
宇
宙
の
創
造
・
神
々
の

地
位
や
因
縁
・
神
と
人
と
の
関
係
・
霊

界
の
真
相
・
人
生
の
目
的
と
使
命
・
哲

学
・
宗
教
・
政
治
・
経
済
・
教
育
・
芸

術
・
恋
愛
等
々
の
中
か
ら
、
い
く
つ
か

の
ス
ト
ー
リ
ー
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て

お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
出
口

王
仁
三
郎
の
魂
に
触
れ
て
い
た
だ
く
良

き
機
会
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

◎�

出
口
孝
樹
（
で
ぐ
ち
こ
う
き
）
氏
の

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

1
9
6
9
年
京
都
市
生
ま
れ
。
出
口
王

仁
三
郎
が
著
し
た
壮
大
な
ス
ピ
リ
チ
ュ

ア
ル
ス
ト
ー
リ
ー
『
霊
界
物
語
』（
全
81

巻
83
冊
）
の
勉
強
会
を
全
国
各
地
で
開

催
し
て
い
る
。
大
本
宣
伝
使
。
大
本
信

徒
連
合
会
代
表
役
員
。『
霊
界
物
語
コ

ミ
ッ
ク
ス
』な
ど
を
監
修
。

※�

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
四
月
研
究
集

会
に
つ
き
ま
し
て
は
未
定
で
す
が
、

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
の
公
式
サ
イ

ト
を
と
き
ど
き
チ
ェ
ッ
ク
願
い
ま
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
42
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会

第
3
回�

ソ
ク
ラ
テ
ス
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

テ
ー
マ「
宇
宙
と
国
家
」

日
時��
令
和
3
年
3
月
28
日（
日
）

�

10
：
00
～
16
：
00（
9
：
30
開
場
）

会
場　

北
沢
タ
ウ
ン
ホ
ー
ル�

ス
カ
イ
サ

�

ロ
ン（
世
田
谷
区
北
沢
2
・
8
・
18
）

交
通　

�

小
田
急
線
・
京
王
井
の
頭
線

　
　
　

下
北
沢
駅
北
口
徒
歩
5
分

　
　
　

�

小
田
急
バ
ス
北
沢
タ
ウ
ン
ホ
ー

ル�

系
統�

下
61
（
駒
沢
陸
橋
―

北
沢
タ
ウ
ン
ホ
ー
ル
）終
点

参
加
費　

一
般��

二
千
円

　

学
生
／
サ
イ
・
サ
ト
ル
会
員�

一
千
円

　

宇
宙
人
0
円（
但
し
受
付
の
要
認
可
）

開
会
宣
言�

竹
本�

良

　
「
宇
宙
人
時
代
の
国
家
と
は
?
」

常
深
信
彦
選
考
委
員
長

　
「
第
3
回
ソ
ク
ラ
テ
ス
賞
に
つ
い
て
」

①
港
マ
コ（
イ
ベ
ン
ト
構
成
作
家
）

　
「
宇
宙
人
の
思
考
」

②
ゆ
か
り（
メ
ン
タ
ル
ト
レ
ー
ナ
ー
）

　

�「�

子
育
て
マ
マ
か
ら
見
た
ト
ラ
ン
プ
、

コ
ロ
ナ
、
国
家
」

③
布
施
純
郎（
自
然
療
法
内
科
医
）

　

�「
コ
ロ
ナ
の
陰
謀
と
未
来
医
療
」

④
村
上
正
海（
村
上
水
軍
歴
史
保
存
会
）�

　
「
村
上
水
軍
と
宇
宙
」

⑤
U
C
O�

（
ア
カ
シ
ッ
ク
リ
ー
ダ
ー
）

　
「
人
間
存
在
と
宇
宙
と
国
家
」

⑥
ミ
ラ
ク
ル
も
も（
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
）

　

�「�

世
の
中
が
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
だ
と　

気
が
付
い
た
2
0
2
0
年
」

⑦�

ス
ジ
ャ
ー
タ
女
史
（
ラ
ジ
オ
パ
ー
ソ

ナ
リ
テ
ィ
）

　
「
レ
ム
リ
ア
の
政
治
と
宇
宙
」

⑧�

佐
伯
恵
美
（
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
＊
オ

ー
ガ
ナ
イ
ザ
ー
）

　
「
現
象
界
に
お
け
る
宇
宙
と
国
家
」

⑨�

み
ち
よ
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
（
ス
ピ
リ

チ
ュ
ア
ル
＊
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）

　
「
宇
宙
と
国
家
・
人
類
の
霊
的
進
化
」

⑩�
松
島
幸
樹�

（
マ
ナ
ー
ズ
サ
ウ
ン
ド
セ

ラ
ピ
ス
ト
）

　

�「�

隠
さ
れ
た
真
実�

映
画
〈
未
知
と
の

遭
遇
〉と
マ
ナ
ー
ズ
サ
ウ
ン
ド
」

⑪�

水
月
千
歳（
ラ
イ
ト
ラ
ン
ゲ
ー
ジ
ト

ラ
ン
ス
レ
ー
タ
ー
）・
黒
米
真
紀�

（
リ

ン
パ
・
療
法
師
・
ジ
ュ
エ
ル
セ
ラ
ピ

ス
ト〈
つ
ぼ
療
法
師
〉）

　
「
霊
性
を
開
く
、
宇
宙
語
」

⑫�

神
尾�

学（
エ
ソ
テ
リ
ッ
ク
*
サ
イ
エ

ン
ス
＊
ス
ク
ー
ル
主
宰
）

　
「�

秘
教
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
宇
宙
論
よ
り
、

こ
れ
か
ら
の
人
類
～
国
家
の
進
路

を
考
え
る
」

　

ほ
か

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　
「
宇
宙
と
国
家
」

　

�

基
調
講
演�

「
エ
イ
リ
ア
ン��

ブ
ル
ー
ス
」

蘆
三（
ア
ッ
シ
ー
）

閉
会
宣
言�

阿
久
津
淳

　
「
国
家
は
中
宇
宙〈
メ
ド
コ
ス
ム
〉!
」

※�

プ
ロ
グ
ラ
ム
時
間
等
詳
細
は
こ
ち
ら

を
ご
覧
願
い
ま
す
。

http://takem
oto.m

arginalbox.com
/

event/socrates-210328/

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
12
回
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
研
究

分
科
会
の
お
知
ら
せ



テ
ー
マ

「
心
霊
能
力
の
検
証
と
開
発
法
」

　
　
　
　

講
師　

小
林　

永
周�

氏

日
時　

令
和
3
年
5
月
23
日（
日
）

　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
4
時
30
分

会
場　

北
と
ぴ
あ
7
階
7
0
1
会
議
室

交
通　

�

J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員
一
千
円
（
当
日
入
会
可
）

　
　
　

一
般
二
千
円　

学
生
一
千
円

＊
事
前
参
加
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

＊�

当
日
会
場
に
て
直
接
、
現
金
に
て
参

加
費
を
お
支
払
い
下
さ
い
。

（
講
演
内
容
）

霊
能
者
と
い
う
と
何
と
な
く
胡
散
臭

く
眉
を
ひ
そ
め
る
人
々
が
い
る
反
面
、

妄
信
し
て
金
品
を
騙
さ
れ
る
者
さ
え
い

ま
す
。

確
か
に
目
に
見
え
な
い
心
霊
的
な
も

の
は
現
代
の
科
学
機
器
で
は
捉
え
る
こ

と
が
出
来
ず
、
客
観
的
に
検
証
す
る
の

は
困
難
で
あ
り
ま
す
。

古
今
東
西
の
預
言
者
や
教
祖
、
シ
ャ

ー
マ
ン
と
か
、
現
代
に
お
い
て
も
霊
視

や
霊
聴
、
霊
言
な
ど
優
れ
た
心
霊
能
力

を
持
っ
た
人
々
か
ら
怪
し
い
自
称
能
力

者
等
々
、
ピ
ン
か
ら
キ
リ
ま
で
様
々
に

存
在
し
て
い
ま
す
。

私
は
63
年
間
、
こ
れ
ら
の
心
霊
能
力

の
真
偽
つ
い
て
好
奇
心
を
抱
き
、
テ
レ

ビ
局
の
番
組
制
作
に
携
わ
っ
て
い
た
立

場
か
ら
興
味
津
々
、
内
外
の
心
霊
能
力

者
3
3
0
人
の
取
材
を
通
し
て
、
時
に

は
実
験
、
検
証
や
脳
内
で
の
メ
カ
ニ
ズ

ム
の
究
明
に
も
努
め
て
き
ま
し
た
。

そ
の
折
の
実
験
、
検
証
の
映
像
を
通

し
て
誰
で
も
持
っ
て
い
る
と
さ
れ
る
潜

在
能
力
開
発
法
の
一
端
を
披
露
し
、
さ

ら
に
イ
ン
チ
キ
霊
能
者
に
騙
さ
れ
な
い

た
め
の
心
得
に
つ
い
て
も
お
話
し
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

令
和
元
年
6
月
本
部
例
会
報
告
Ⅲ

マ
イ
ク
ロ
P
K
現
象
の
検
出

メ
カ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て

　
　
　

講
師　

小
久
保　

秀
之�

氏

通
常
、
乱
数
発
生
器（
R
N
G
）は
1

秒
間
に
2
0
0
個
の
1
、
0
を
生
成
し

ま
す
。
偏
り
が
で
き
た
か
ど
う
か
は
、

1
が
沢
山
出
た
か
、
0
が
沢
山
出
た
か
、

を
ト
ー
タ
ル
で
計
算
し
て
、
図
の
Z
の

数
値
を
出
し
ま
す
。
あ
る
瞬
間
が
ど
う

か
は
1
秒
ご
と
に
Z
の
2
乗
を
出
し
ま

す
。
Z
の
2
乗
の
期
待
値
は
正
規
分
布

か
ら
1
と
な
り
ま
す
。
そ
れ
を
そ
の
ま

ま
足
し
て
い
く
と
、
無
限
に
大
き
く
な

る
の
で
、
Z
の
2
乗
か
ら
1
を
引
く
と

0
に
な
っ
て
、
そ
れ
を
累
積
加
え
た
数

値
を
p
値
と
し
ま
す
。
そ
の
ま
ま
で
は

扱
い
に
く
い
の
で
、
そ
の
累
積
値
か
ら

換
算
Z（
C
Z
）を
求
め
ま
す
。
冒
頭
で

ご
紹
介
し
た
地
球
意
識
計
画（Global�

Consciousness�Project

）
の
9
・
11

の
偏
り
も
こ
の
換
算
Z
で
計
算
し
た
も

の
で
す
。

で
す
か
ら
1
秒
ご
と
の
偏
り
を
す
べ

て
分
析
し
て
い
っ
て
、
0
か
ら
ど
れ
く

ら
い
離
れ
て
い
る
か
を
見
ま
す
。
乱
数

発
生
器
で
1
に
偏
る
方
が
い
い
の
か
、

0
に
偏
る
方
が
い
い
の
か
、
と
い
う
よ

う
な
素
朴
な
議
論
が
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
Z
の
2
乗
な
の
で
ど
ち
ら
に
偏
っ

て
も
構
わ
な
い
と
い
う
考
え
方
で
す
。

同
じ
ビ
ル
に
入
っ
て
い
る
カ
ル
ト
教

団
に
つ
い
て
、
2
0
1
4
年
か
ら
2
�0�

1
6
年
ま
で
の
3
年
間
、
月
曜
か
ら
土

曜
日
ま
で
毎
日
24
時
間
の
R
N
G
の
定

点
観
測
を
行
っ
て
、
曜
日
に
よ
る
R
�N�

G
の
出
力
の
変
化
が
、
何
ら
か
の
法
則

に
従
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

● ❹●



横
軸
に
累
積
Z
、
縦
軸
に
換
算
Z

の
グ
ラ
フ
を
描
く
と
、
月
曜
日
か
ら
日

曜
日
に
か
け
て
、
右
肩
上
が
り
の
直
線

上
に
並
び
ま
す
。

こ
の
直
線
（
特
性
直
線
と
呼
ぶ
）
は
、

カ
ル
ト
教
団
に
集
ま
っ
て
い
る
方
々
の

集
団
的
な
無
意
識
（
念
力
）
の
特
徴
を

表
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
と
解
釈
し
て
お

り
ま
す
。
以
前
ブ
ラ
ジ
ル
等
の
宗
教
儀

式
に
参
加
し
て
、
R
N
G
を
測
定
し
、

グ
ラ
フ
を
描
く
と
右
肩
下
が
り
の
特
性

直
線
に
な
り
ま
し
た
。

フ
ィ
ー
ル
ド
意
識
の
感
情
（
清
水
・

石
川
モ
デ
ル
）
は
、
横
軸
に
快
・
不
快

軸
（
Z
）、
縦
軸
に
覚
醒
軸
（
換
算
Z
）

と
す
る
と
、
4
つ
の
象
限
が
「
驚
き
・

歓
喜
」、「
恐
怖
・
怒
り
」、「
悲
し
み
・

退
屈
」、「
う
れ
し
い
・
リ
ラ
ッ
ク
ス
」

に
分
け
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
を
見
ま
す
と
、
月
曜
は
退
屈

＝
「
ブ
ル
ー
マ
ン
デ
ィ
」、��
火
曜
と
土
曜

が
歓
喜
、
木
曜
が
リ
ラ
ッ
ク
ス
、
金
曜

が
う
れ
し
い
、
水
星
と
日
曜
が
無
表
情

と
な
り
ま
す
。
月
曜
日
は
退
屈
だ
け
ど
、

週
末
は
楽
し
い
よ
ね
、
と
い
う
感
じ
で

し
ょ
う
。

特
性
直
線
が
第
3
象
限
→
第
4
象
限

→
第
1
象
限
に
抜
け
て
い
る
の
は
、
全

体
と
し
て
教
会
に
来
る
よ
う
な
人
々
は
、

第
2
象
限
の
「
恐
怖
・
怒
り
」
か
ら
離

れ
て
い
る
と
解
釈
さ
れ
ま
す
。

「
P
K
検
出
の
仮
説
」
は
次
の
3
つ

に
大
別
さ
れ
ま
す
。

1�

．
直
接
R
N
G（
物
理
乱
数
発
生
器
）

に
P
K
が
働
い
て
、
出
力
が
変
わ
る

→
直
接
作
用
説

2�

．
最
終
的
に
出
力
さ
れ
た
乱
数
に
、

直
接
P
K
が
作
用
す
る

　

→Goal-oriented

仮
説
、
観
測
理
論

3�
．
偏
り
が
生
じ
る
タ
イ
ミ
ン
グ
を
予

知
し
て
、
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
R
�N�

G
を
作
動
さ
せ
る
→
決
定
増
大
理
論

2
と
3
は
、
マ
ク
ロ
P
K
、
バ
イ
オ

P
K
か
ら
推
定
さ
れ
る
P
K
の
性
質
を

説
明
し
が
た
い
の
で
す
。

R
N
G
出
力
乱
数
の
Z
や
、
換
算

Z
を
定
量
的
に
議
論
で
き
る
モ
デ
ル

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

R
N
G
の
発
生
は
、
最
初
は
放
射
性

同
位
体
を
使
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
は

電
気
回
路
の
熱
雑
音
等
を
使
っ
て
い
ま

す
。
ア
ナ
ロ
グ
信
号
を
デ
ジ
タ
ル
信
号

に
直
し
て
、
さ
ら
に
数
学
的
処
理
を
し

て
、
出
力
信
号
（
乱
数
）
を
発
生
し
て

い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
P
K
は
ア
ナ

ロ
グ
信
号
に
働
い
て
い
る
の
で
す
が
、

デ
ジ
タ
ル
信
号
に
変
換
す
る
過
程
で
、

●❺ ●



反
応
が
弱
め
ら
れ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

超
心
理
学
で
使
わ
れ
て
い
る
多
く
の

R
N
G
は
、
X
O
R
処
理
の
み
を
行
い

ま
す
。
X
O
R
処
理
と
い
う
の
は
、
右

図
の
よ
う
に
、
元
信
号
と
参
照
信
号
の

組
み
合
わ
せ
で
、
1
・
1
が
0
、
1
・

0
が
1
、
0
・
1
が
1
、
0
・
0
が
0

の
出
力
信
号
を
出
し
ま
す
。

出
力
異
常
に
は
次
の
3
つ
の
パ
タ
ー

ン
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

A
．
出
力
信
号
に
全
く
偏
り
が
な
い
。

B
．
0
が
異
常
に
多
い
。

C
．
1
が
異
常
に
多
い

そ
れ
ら
は
元
信
号
と
出
力
信
号
の
関

係
が
右
図
の
3
つ
の
場
合
に
な
り
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
モ
デ
ル
は
ど
ん
な
物
理

現
象
が
、
ど
の
よ
う
な
元
信
号
の
異
常

を
起
こ
す
の
か
を
説
明
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
1
9
7
0
年
代
以
降
の
実
験

研
究
を
基
に
、
あ
り
そ
う
な
物
理
機
構

を
検
討
し
て
み
ま
す
。

初
期
段
階
で
熱
雑
音
は
1
、
0
に
変

換
さ
れ
、
元
信
号
と
な
る
。
熱
雑
音
に

関
わ
る
ア
ナ
ロ
グ
回
路
の
部
分
に
直
接

P
K
が
作
用
す
る
と
何
が
起
こ
る
か
を

考
え
る
。

も
し
、
物
理
信
号
源
と
そ
の
ア
ナ
ロ

グ
回
路
の
部
分
に
直
接
P
K
が
作
用
し
、

A�

1
．
熱
雑
音
が
異
常
に
小
さ
く
な
る

と
、
元
信
号
は
0
ば
か
り
に
な
る
。

A�

2
．
熱
雑
音
が
異
常
に
大
き
く
な
る

と
、
元
信
号
は
1
ば
か
り
に
な
る
。

A�
3
．
P
K
が
検
出
可
能
な
電
気
信
号

を
生
じ
さ
せ
れ
ば
、
元
信
号
は
1
ば

か
り
に
な
る
。

結
論
と
し
て
は
、
R
N
G
は
と
て
も

感
度
が
悪
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

優
れ
た
P
K
能
力
者
で
あ
っ
て
も
、

P
K
の
意
図
的
な
制
御
は
容
易
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
物
理
信
号
源
の
信
号
を
P�

K
で
高
周
波
の
ク
ロ
ッ
ク
信
号
に
同
調

さ
せ
る
こ
と
は
、
さ
ら
に
困
難
と
思
わ

れ
ま
す
。

た
だ
、P
K
能
力
者
が
P
K
に
よ
り
、

異
常
電
磁
現
象
を
発
生
さ
せ
る
、
例
え

ば
、
物
理
信
号
源
と
参
照
ク
ロ
ッ
ク
信

号
を
同
調
さ
せ
る
場
を
作
れ
ば
、
同
調

が
必
然
的
に
発
生
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

● ❻●



R
N
G
（
物
理
乱
数
発
生
器
）
内
に

生
じ
る
P
K
場
に
、
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
、

ア
ナ
ロ
グ
信
号
異
常
、
波
形
の
場
と
い

う
3
つ
の
性
質
を
仮
定
す
る
こ
と
で
、

R
N
G
の
出
力
異
常
を
説
明
で
き
る
。

こ
の
モ
デ
ル
を
C
A
W
モ
デ
ル
と
呼
ぶ

こ
と
に
し
ま
す
。

C
A
W
モ
デ
ル
で
は
、
被
験
者
は
R�

N
G
の
出
力
異
常
を
起
こ
す
た
め
に
、

P
K
を
精
密
制
御
し
て
参
照
ク
ロ
ッ
ク

信
号
に
合
わ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。

P
K
を
R
N
G
に
作
用
さ
せ
る
だ
け
で

出
力
異
常
が
発
生
し
ま
す
。

適
切
な
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
情
報
が
与

え
ら
れ
る
な
ら
、
被
験
者
が
R
N
G
の

出
力
を
意
図
し
た
方
向
に
偏
ら
せ
る
こ

と
が
可
能
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

C
A
W
モ
デ
ル
で
は
R
N
G
の
異
常

出
力
を
3
通
り
に
場
合
分
け
す
る
の
で
、

各
場
合
の
発
生
確
率
と
持
続
時
間
と
い

う
計
6
個
の
変
数
で
異
常
出
力
を
説
明

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
5
変
数
の
場

合
は
連
立
方
程
式
を
解
析
的
に
解
け
ま

し
た
が
、
6
変
数
の
場
合
が
ま
だ
解
け

て
い
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
出
力
デ
ー
タ
か
ら
逆
問
題

で
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
よ
り
、
R
N
G
内

部
の
元
信
号
を
直
接
記
録
解
析
す
る
方

が
、
現
実
的
と
思
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
P
K
検
出
用
の
ア
ナ
ロ
グ
回

路
の
開
発
を
検
討
し
た
方
が
ベ
ス
ト
だ

と
思
わ
れ
ま
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
四
五
四
回
関
西
日
本
サ
イ

科
学
会
研
究
集
会
報
告

ど
う
な
る
2
0
2
1
年
、
そ
し
て

近
未
来
社
会
は　

～
新
し
い
文
明

の
始
ま
り
を
予
感
～

　
　
　
　

講
師　

水
口　

清
一�

氏

日
時　

令
和
3
年
1
月
16
日（
土
）

会
場　

阿
倍
王
子
神
社
参
集
殿

今
、
世
界
は
政
治
、
経
済
、
加
え
て

コ
ロ
ナ
感
染
で
大
変
革
の
時
代
を
迎
え

て
い
ま
す
。
米
中
戦
争
で
世
界
は
ど
う

な
っ
て
い
く
の
で
し
ょ
う
か
。

我
が
国
日
本
も
菅
義
偉
首
相
が
新
し

い
体
制
に
向
か
っ
て
ス
タ
ー
ト
を
切
り

ま
し
た
。「
こ
れ
か
ら
ど
う
な
る
の
だ

ろ
う
」、
と
心
配
が
つ
き
な
い
で
す
ね
。

と
こ
ろ
で
、
今
回
の
人
類
社
会
の
大
変

革
は
い
っ
と
き
の
混
乱
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
現
在
は
あ
ら
ゆ
る
周
期
現
象
の
集

中
地
点
、
つ
ま
り
大
変
化
（
変
革
）
の

入
り
口
に
立
っ
て
い
ま
す
。
大
袈
裟
に

言
え
ば
宇
宙
規
模
で
の
「
新
し
い
文
明

の
始
ま
り
」
と
い
え
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。こ

こ
で
、
マ
ク
ロ
的
俯
瞰
的
に
地
球

規
模
で
の
出
来
事
の
周
期
を
眺
め
て
み

る
と
・
・

氷�

河
期
1
2
0
0
0
年
周
期
（
寒
冷
期

の
時
代
に
入
る
）

人�

類
文
明
2
5
0
0
年
周
期
（
戦
い
の

時
代
か
ら
調
和
の
時
代
へ
）

西�

洋
文
明
と
東
洋
文
明
8
0
0
年
周
期

（
ア
ジ
ア
の
時
代
）

覇�

権
国
1
2
0
年
周
期
（
ア
メ
リ
カ
の

覇
権
国
の
終
焉
）

こ
れ
ら
の
周
期
が
一
点
に
集
中
し
て

い
る
時
代
（
転
換
期
）
な
の
で
す
。
一

点
と
言
っ
て
も
あ
る
日
突
然
や
っ
て
く

る
と
言
う
意
味
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ

れ
ぞ
れ
の
周
期
に
は
誤
差
が
あ
り
ま
す

が
、
こ
れ
ら
の
周
期
の
波
が
干
渉
し
重

な
り
合
い
な
が
ら
大
異
変
が
近
づ
い
て

く
る
の
で
す
。

「
景
気
が
い
い
と
か
悪
い
と
か
、
政
治

の
舵
取
り
が
い
い
と
か
悪
い
と
か
、
金

持
ち
で
あ
る
と
か
貧
乏
で
あ
る
と
か
」、

そ
ん
な
ス
ケ
ー
ル
の
小
さ
な
話
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
大
宇
宙
レ
ベ
ル
で

の
営
み
の
話
で
す
。

●❼ ●



と
は
い
え
、
ど
ん
な
大
異
変
が
起
こ

っ
て
も
「
世
界
が
終
わ
る
」
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
ミ
ク
ロ
の
話
も
大
切

で
す
の
で
、
近
未
来
に
つ
い
て
も
あ
わ

せ
て
予
測
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

◎
水
口
清
一
氏
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

A
I
マ
ン
ダ
ラ
研
究
所
長
、
1

�
9
�6�

0
年
代
よ
り
人
間
の
無
限
の
可
能
性
を

引
き
出
す
た
め
、
右
脳
開
発
や
速
読
な

ど
の
加
速
学
習
法
、
夢
の
実
現
法
、
超

能
力
や
シ
ン
ク
ロ
を
起
こ
す
方
法
な
ど

の
潜
在
能
力
開
発
、
未
来
予
知
法
、「
意

識
場
」
に
よ
る
次
世
代
の
会
社
経
営
・

管
理
法
な
ど
、
先
駆
的
な
セ
ミ
ナ
ー
や

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
し
て
き
た
。

大
学
時
代
は
探
検
部
に
所
属
、
全
国

の
山
々
を
探
索
。
熊
野
で
言
霊
と
禅
の

行
を
修
め
、
東
洋
の
神
秘
に
触
れ
る
。

東
洋
思
想
に
も
と
づ
く
独
自
の
視
点
に

よ
る
未
来
予
知
に
は
定
評
が
あ
り
、
テ

レ
ビ
、
新
聞
、
週
刊
誌
、
ラ
ジ
オ
な
ど

マ
ス
コ
ミ
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
た
。

「
夢
の
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
」
を
主
宰
。

A
I
マ
ン
ダ
ラ
研
究
所
・
所
長
。
潜

在
能
力
の
開
発�

催
眠
法
、
イ
メ
ー
ジ

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
、
超
意
識
、
言
霊
、
数

霊
、
場
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
創
造
性
開

発
、
瞑
想
、
東
洋
思
想
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
づ
く
り
、
未
来
予
知
、
夢
の
実
現
法

な
ど
を
専
門
分
野
と
し
て
先
駆
的
な
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
。
セ
ミ
ナ
ー
や
企
業

研
修
な
ど
幅
広
く
活
動
し
て
い
る
。

著
書
に「
潜
在
意
識
の
大
活
用
」、「
バ

ー
チ
ャ
ル
社
会
と
意
識
進
化
」、「
未
来

予
知
能
力
の
開
発
」、「
人
は
み
ん
な
魔

法
使
い
」、「
人
生
は
魔
法
の
世
界
だ
」、

「
90
日
で
願
い
が
叶
う
魔
法
の
本
」、「
こ

れ
か
ら
日
本
の
時
代
に
な
る
理
由
（
わ

け
）」な
ど
多
数
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

『
バ
ク
ト
ロ
ン
仮
説
』（
政
木
和
三

博
士
）と「
反
重
力
」

　

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　

和
田　

高
幸

1
9
7
0
年
代
後
半
、
初
期
の
P
S

学
会
（
現
日
本
サ
イ
科
学
会
）
大
阪
支

部
（
木
村
六
郎
支
部
長
）
で
は
、
大
阪

科
学
技
術
セ
ン
タ
ー
の
一
室
で
月
例
の

研
究
集
会
が
行
わ
れ
て
い
た
が
、
会
場

で
は
毎
回
政
木
和
三
氏
（
大
阪
大
学
工

学
部
工
作
セ
ン
タ
ー
長
）
の
姿
を
お
見

か
け
し
た
。
政
木
博
士
は
炊
飯
器
や
エ

レ
キ
ギ
タ
ー
、
バ
イ
オ
ラ
イ
ト
な
ど

数
々
の
電
化
製
品
の
発
明
者
と
し
て
知

ら
れ
る
が
、
医
学
部
に
在
籍
、
筋
電
位

に
つ
い
て
も
研
究
し
て
い
る
。
そ
の
た

め
か
、
超
能
力
者
と
し
て
来
日
し
た
ユ

リ
・
ゲ
ラ
ー
氏
に
触
発
さ
れ
て
ブ
ー
ム

と
な
っ
た
「
ス
プ
ー
ン
曲
げ
」
に
興
味

を
も
っ
た
よ
う
だ
。
そ
の
過
程
で
生
成

し
た
の
が
、
い
わ
ゆ
る
『
バ
ク
ト
ロ
ン

仮
説
』で
あ
る
。

「
バ
ク
ト
ロ
ン
」
と
は
真
空
を
満
た
す

微
細
な
粒
子
を
想
定
し
た
造
語
だ
が
、

さ
ま
ざ
ま
な
物
質
を
通
過
す
る
際
、
そ

の
量（
エ
ネ
ル
ギ
ー
）や
方
向
を
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
す
る
こ
と
で
物
質
の
結
合
力
を

緩
め
た
り
、
ま
た
浮
遊
さ
せ
た
り
で
き

る
と
い
う
も
の
だ
。
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す

る
条
件
と
し
て
、
彼
は『
精
神
波
』の
存

在
を
も
仮
定
し
て
い
る
。
そ
う
い
っ
た

ア
イ
デ
ア
を
ま
と
め
た『
メ
モ
』（
青
焼

き
の
コ
ピ
ー
：
か
な
り
劣
化
し
て
い
る
）

が
整
理
中
の
資
料
か
ら
出
て
き
た
の
で
、

た
と
え
ば
U
F
O（
い
わ
ゆ
る
反
重
力

機
関
）
と
か
彼
の
発
明
に
よ
る
治
療
器

「
超
強
力
神
経
波
磁
力
線
」
と
そ
の
延
長

線
上
に
あ
る「
低
周
波
治
療
器
」な
ど
の

関
連
で
思
う
と
こ
ろ
を
述
べ
た
い
と
思

う
。

（
資
料
）

http://ladies.jp/kps/data/
m
asaki_bactron.pdf

治
療
器「
超
強
力
神
経
波
磁
力
線
」

私
事
、
白
内
障
の
手
術
を
受
け
る
こ

と
に
な
っ
た
昨
年
夏
、
術
前
検
査
で
初

期
の
膀
胱
が
ん
が
見
つ
か
り
処
置
す
る

こ
と
に
な
っ
た
が
、
そ
の
後
こ
れ
を
知

っ
た
当
会
会
員
K
氏
が
政
木
博
士
の
発

明
品
「
超
強
力
神
経
波
磁
力
線
」
を
寄

贈
し
て
く
れ
た
。
効
能
は
と
も
か
く
、

こ
れ
を
契
機
と
し
て
、
わ
た
し
は
「
反

重
力
」、
あ
る
い
は
「
磁
場
」
と
か
「
超

伝
導
」
に
つ
い
て
あ
ら
た
め
て
考
え
て

み
た
。

「
重
力
」
あ
る
い
は
「
引
力
」
か
ら
の

解
放
は
、
人
類
の
直
立
二
足
歩
行
、
ま

た
重
量
物
を
宇
宙
空
間
へ
運
搬
す
る
際

の
ロ
ケ
ッ
ト
燃
料
「
液
体
水
素
」
の
発

明
（
ア
ポ
ロ
計
画
）
な
ど
エ
ポ
ッ
ク
メ

ー
キ
ン
グ
な
出
来
事
と
か
か
わ
っ
て
い

る
。
小
宇
宙
と
し
て
の
人
体
を
克
服
す

● ❽●



れ
ば
、
大
宇
宙
を
自
由
自
在
に
航
海
す

る
の
も
夢
で
は
な
く
な
る
だ
ろ
う
。

「
真
空
」を
満
た
す
媒
質「
バ
ク
ト
ロ
ン
」

さ
て
、
真
空
で
何
も
な
い
と
考
え
ら

れ
て
い
る
宇
宙
空
間
だ
が
、
重
力（
引

力
）、
あ
る
い
は
光
を
一
種
の
波
動
と

仮
定
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
を
伝
え
る
媒

体（
媒
質
）が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
宇

宙
空
間
を
満
た
す
媒
体
と
し
て
、
か
つ

て
は「
エ
ー
テ
ル
」（
E
t
h
e
r
）
が

想
定
さ
れ
た
が
、「
バ
ク
ト
ロ
ン
」（
超

微
粒
子
）
は
こ
れ
に
か
わ
る
も
の
か
も

し
れ
な
い
。
と
は
い
っ
て
も
仮
説
で
あ

る
か
ら
、
も
ち
ろ
ん
発
見
に
至
っ
た
わ

け
で
は
な
い
。

あ
る
物
体
周
辺
に
あ
る「
バ
ク
ト
ロ

ン
」
を
取
り
去
れ
ば
、
そ
の
物
体
に
引

力
が
な
く
な
る
。
つ
ま
り「
無
重
力
」と

な
る
が
、
バ
ク
ト
ロ
ン
が
、
一
般
的
に

反
重
力
機
関
と
想
定
さ
れ
る「
空
飛
ぶ

円
盤
」
い
わ
ゆ
る
U
F
O
の
動
力
と
し

て
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、

と
い
う
仮
説
も
成
立
す
る
だ
ろ
う
。
あ

る
方
向
に
重
力
波
の
送
受
口
を
あ
け
れ

ば
、
そ
の
推
力
に
よ
り
一
定
方
向
へ
の

飛
行
が
継
続
で
き
る
と
推
察
さ
れ
る
か

ら
で
あ
る
。

「
ス
プ
ー
ン
曲
げ
」の
原
理

引
力
は
「
バ
ク
ト
ロ
ン
」
に
よ
っ
て

生
じ
る
物
質
間
の
「
結
合
力
」
と
も
い

え
よ
う
が
、
こ
の
力
に
抗
う
粒
子
と
し

て
政
木
博
士
は
「
精
神
波
」
を
仮
定
し

て
い
る
。「
精
神
波
」
は
光
に
似
た
波

動
性
の
粒
子
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、

光
粒
子
よ
り
小
さ
く
、
し
か
し
「
バ
ク

ト
ロ
ン
」
に
比
べ
る
と
相
当
大
き
な
質

量
を
も
っ
て
い
る
ら
し
い
。
そ
の
た
め
、

金
属
な
ど
物
質
内
に
精
神
波
を
注
入
す

れ
ば
、
そ
の
分
だ
け
バ
ク
ト
ロ
ン
が
押

し
出
さ
れ
て
希
薄
と
な
る
。
そ
し
て
結

合
力
が
弱
く
、
柔
ら
か
く
な
る
。
こ
れ

が
「
ス
プ
ー
ン
曲
げ
」
の
原
理
と
考
え

ら
れ
る
が
、
こ
の
仮
説
を
受
け
入
れ
る

な
ら
ば
、
い
わ
ゆ
る
「
超
能
力
者
」
た

ち
は
、
強
い
「
精
神
波
」
を
出
せ
る
人

物
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

「
空
飛
ぶ
円
盤
」と「
超
伝
導
」技
術

重
力
は
強
い
結
合
力
を
伴
う
が
、
偏

在
す
る
「
バ
ク
ト
ロ
ン
」
の
量
を
減
少

さ
せ
れ
ば
「
結
合
力
」
を
緩
め
る
こ
と

が
で
き
る
は
ず
だ
。
つ
ま
り「
反
重
力
」

的
作
用
で
あ
る
が
、
わ
た
し
は
「
空
飛

ぶ
円
盤
」
と
目
前
数
メ
ー
ト
ル
の
至
近

距
離
で
接
近
遭
遇
、
撮
影
し
た
経
験
を

も
っ
て
い
る
。
そ
の
と
き
、
直
観
的
に
、

「
リ
ニ
ア
モ
ー
タ
ー
カ
ー
」
と
い
う
印

象
を
も
っ
た
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
る
。

「
反
重
力
」
が
「
磁
気
」
と
関
連
が
あ

る
の
か
ど
う
か
不
明
で
あ
る
が
、
磁
気

の
反
発
を
利
用
し
て
空
中
浮
揚
す
る

「
リ
ニ
ア
モ
ー
タ
ー
カ
ー
」
に
は
「
超
伝

導
」
現
象
が
応
用
さ
れ
て
い
る
。
空
中

を
音
も
な
く
飛
行
、
鋭
角
で
タ
ー
ン
す

る
「
空
飛
ぶ
円
盤
」
は
、
空
気
（
大
気
）

と
の
摩
擦
を
度
外
視
し
た
超
伝
導
現
象

で
あ
ろ
う
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
空

中
に
プ
カ
プ
カ
と
静
止
す
る
さ
ま
は
、

か
つ
て
日
航
が
開
発
し
て
お
蔵
入
り
に

な
っ
た
超
伝
導
飛
行
船
「
H
S
S
T
」

と
酷
似
す
る
が
、「
リ
ニ
ア
モ
ー
タ
ー

カ
ー
」
に
し
て
も「
空
飛
ぶ
円
盤
」
に
し

て
も
、
す
で
に
半
世
紀
ほ
ど
前
に
こ
う

い
っ
た
技
術
が
現
実
の
も
の
と
な
っ
て

い
た
こ
と
を
あ
ら
た
め
て
確
認
し
た
い

と
思
う
。

「
大
宇
宙
」と「
小
宇
宙
」（
人
体
）

そ
れ
は
と
も
か
く
、
政
木
博
士
が
実

用
化
し
た
「
超
強
力
神
経
波
磁
力
線
」

治
療
器
は
、
重
力
（
結
合
、
緊
張
）
と

反
重
力
（
弛
緩
）
に
か
か
わ
っ
て
い
る

よ
う
だ
。「
バ
ク
ト
ロ
ン
」
の
関
与
に
つ

い
て
は
未
知
数
だ
が
、
症
状
に
よ
り
効

果
は
異
な
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

結
論
と
し
て
、『
バ
ク
ト
ロ
ン
仮
説
』

が
、
人
体
（
小
宇
宙
）
に
お
け
る
「
緊

張
」
と
「
弛
緩
」
に
ま
で
発
展
さ
せ
る

ヒ
ン
ト
と
な
っ
た
こ
と
が
、
こ
の
メ
モ

か
ら
推
察
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

本
部
例
会
ビ
デ
オ
映
像
販
売
の

お
知
ら
せ

ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
映
像
・
音
声
フ
ァ
イ

ル
（
約
3
時
間
）
を
記
録
し
た
U
S
B

メ
モ
リ
ー
で
お
送
り
し
ま
す
の
で
、
ほ

と
ん
ど
の
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
あ
る
い
は
ノ

ー
ト
型
の
ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
・
パ
ソ
コ
ン

で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

価
格　

1
本
に
つ
き　

二
五
〇
〇
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
送
料
含
む
）

※
御
注
文
は
メ
ー
ル
ま
た
は
F
A
X
で

左
記
に
掲
載
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
（
ま

た
は
F
A
X
番
号
）
に
、「
2�

0
※
※
年

○
月
○
○
○
○
氏
ビ
デ
オ
購
入
希
望
」

と
記
し
て
、
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
を
書
い
て
、
御
注
文
願
い
ま

す
。
2
週
間
以
内
に
発
送
致
し
ま
す
。

office21
@
psij.m

ail-box.ne.jp

F
A
X
0
4
7
・
3
3
0
・
4
0
9
1

●❾ ●



お
支
払
い
は
、
到
着
後
同
封
の
郵
便

振
替
用
紙
で
8
日
以
内
に
お
振
り
込
み

い
た
だ
け
れ
ば
、
結
構
で
す
。

以
下
の
ビ
デ
オ
映
像
か
ら
、
御
注
文

願
い
ま
す
。

◎
2
0
1
3
年
4
月
本
部
例
会

講
師　

大
野�

百
合
子�
氏

「�

宇
宙
図
書
館（
ア
カ
シ
ッ
ク
レ
コ
ー
ド
）

か
ら
見
た
世
界
の
仕
組
み
と
私
た
ち

―
あ
な
た
は
誰
な
の
か
―
」

◎
2
0
1
3
年
5
月
本
部
例
会

講
師　

浪
平�

博
人�

氏

「
イ
メ
ー
ジ
に
よ
る
瞬
間
教
育
」

◎
2
0
1
3
年
6
月
本
部
例
会

講
師　

松
原�

秀
樹�

氏

「
ア
レ
ル
ギ
ー
を
治
す
秘
訣
」

◎
2
0
1
3
年
7
月
本
部
例
会

講
師　

酒
向�

猛�

氏

「
千
島
学
説
を
知
る
た
め
に
」

◎
2
0
1
3
年
9
月
本
部
例
会

講
師　

奥
野�

節
子�

氏

「
ブ
ラ
ジ
ル
の
奇
跡
の
ヒ
ー
ラ
ー

ジ
ョ
ン
・
オ
ブ
・
ゴ
ッ
ド
」

◎
2
0
1
3
年
10
月
第
23
回
全
国
大
会

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
テ
ー
マ

「
サ
イ
と
自
然
治
癒
力
」

◎
2
0
1
3
年
11
月
本
部
例
会

講
師　

小
久
保�

秀
之�

氏

「
生
体
セ
ン
サ
に
よ
る
サ
イ
研
究

―
超
能
力
研
究
の
最
前
線
」

◎
2
0
1
4
年
1
月
本
部
例
会

講
師　

小
川�

博
章�

氏

「
魂
の
発
見
」

◎
2
0
1
4
年
4
月
本
部
例
会

講
師　

西
川�

眞
知
子�

氏

「
生
命
の
智
恵　

ア
ー
ユ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ

―
ア
ー
ユ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ
か
ら
見
る
生
命

の
す
ば
ら
し
さ
―
」

◎
2
0
1
4
年
5
月
本
部
例
会

講
師　

岩
根�

和
郎�

氏

「
般
若
心
経
と
サ
イ
科
学
」

◎
2
0
1
4
年
6
月
本
部
例
会

講
師　

秦�

西
平�

氏

「
気
と
生
命
哲
学
と
哲
学
」

◎
2
0
1
4
年
7
月
本
部
例
会

講
師　

小
林�
信
正�

氏

「
ラ
ッ
プ
現
象
の
究
明
～
オ
ー
ブ
と
の

関
連
性
に
つ
い
て
～
」

◎
2
0
1
4
年
9
月
本
部
例
会

講
師　

石
川�

允
朗�

氏

「�

死
後
の
世
界
と
輪
廻
転
生
に
つ
い
て
の

一
考
察
」

◎
2
0
1
4
年
10
月
第
24
回
全
国
大
会

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
テ
ー
マ

「
サ
イ
と
天
変
地
異
」

◎
2
0
1
4
年
11
月
本
部
例
会

講
師　

坂
井�

洋
一�

氏

「�

日
本
人
は
知
ら
な
い
!
縄
文
日
本
の

驚
く
べ
き
真
実
」

◎
2
0
1
5
年
1
月
本
部
例
会

講
師　

英
国
か
ら
の
特
別
ゲ
ス
ト

「�

T
H
E�

S
O
U
R
C
E�

C

�

O

�

D

�
E
�S�

ソ
ー
ス
コ
ー
ド
は
何
で
す
か
?
」

◎
2
0
1
5
年
4
月
本
部
例
会

講
師　

根
本�

泰
行�

氏

「�

水
か
ら
の
伝
言
」
と
「
新
し
い
水
の
科

学
」

◎
2
0
1
5
年
5
月
本
部
例
会

講
師　

水�

華�

氏

「
君
を
見
放
し
た
り
は
し
な
い
―
宇
宙

神
技
点
描
画
家
―
水
華
の
世
界
（
ヒ
カ

ル
ラ
ン
ド
）」

講
師　

上
部�

一
馬�

氏

「
巨
大
地
震
を
1
週
間
前
に
つ
か
め
」

◎
2
0
1
5
年
6
月
本
部
例
会

講
師　

末
武�

信
宏�

氏

「�

先
端
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
医
療
&
超

人
を
生
む
自
律
神
経
の
開
発
」

◎
2
0
1
5
年
7
月
本
部
例
会

講
師　

飛
沢�

誠
一�

氏

「�

見
え
な
い
世
界
の
情
報
を
如
何
に
活

用
す
る
か
?
」

◎
2
0
1
5
年
9
月
本
部
例
会

講
師　

山
田�

欽
子�

氏

「
あ
な
た
の
人
生
が
楽
し
く
な
る

イ
ン
ド
占
星
術
」

◎
2
0
1
5
年
10
月
第
25
回
全
国
大
会

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
テ
ー
マ

「
あ
の
世
と
多
次
元
世
界
」

◎
2
0
1
5
年
11
月
本
部
例
会

講
師　

坪
井�

香
譲�

氏

「�

野
性
と
霊
性
・
ヒ
ト
の
原
点

『
直
立
二
足
歩
行
』か
ら
問
う
」

◎
2
0
1
6
年
1
月
本
部
例
会

講
師　

佐
々
木�

茂
美�

氏

　
　
　
　

佐
藤�

禎
花�

氏

　
　
　
　

苗�

鉄
軍�

氏

「
オ
ー
ブ
研
究
の
現
状
報
告
」

◎
2
0
1
6
年
2
月
本
部
例
会

講
師　

正
木�

晃�

氏

「
霊
魂
観
の
現
在
」

◎
2
0
1
6
年
4
月
本
部
例
会

講
師　

沖
田�

祐
美
子�

氏

「
神
々
の
謎
」

◎
2
0
1
6
年
5
月
本
部
例
会

講
師　

河
野�

貴
美
子�

氏

「�

意
識
、
無
意
識
、
そ
し
て
潜
在
能
力

を
脳
の
観
点
か
ら
ど
こ
ま
で
解
明
で

き
る
か
?
」

◎
2
0
1
6
年
6
月
本
部
例
会

講
師　

エ
ス
パ
ー
・
小
林�

氏

「『
運
』が
つ
く
人
、『
霊
』が
憑
く
人
」

◎
2
0
1
6
年
9
月
本
部
例
会

講
師　

志
賀�

一
雅�

氏

「
7 .8�

Hz
の
ス
ロ
ー
α
波
の
驚
異
」

◎
2
0
1
6
年
10
月

創
立
40
周
年
記
念
大
会

　

�

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
テ
ー
マ

「
地
球
外
知
的
生
命
：
U
F
O
と
宇
宙

● �●



対（光子）であり、変成意識状態（ASC）付近で、
目隠し（非肉眼）で物を見る時に、無意識層から

「意識体として、体外に放出されて、物を見る」。
つまり「念」はspin対（光子）であり、視覚を持っ
ている。意識体の視覚とはなにか。

6−2）その2
1）の（4）をみる。霊媒はASCに入り、失神

状態になって霊の媒介をする人。超能力者は、
ASC付近になって（脳波を7～8Hz）、サイ（気）

を用いて特異効能を示す人。両者の比較検討
が必要である。ただし共通項は多い。

6−3）その3
福来先生の（念）、欧米の（霊）、筆者らの（サ

イ・気）の比較検討が望まれている。

　ご指導いただいた品川次郎先生にお礼申し上
げます。

人（
宇
宙
人
サ
ミ
ッ
ト
）」

◎
2
0
1
6
年
12
月
本
部
例
会

講
師　

藤
枝�

伸
二�

氏

「
藤
枝
流
健
康
増
進
法
」

◎
2
0
1
7
年
2
月
本
部
例
会

講
師　

秋
山�

佳
胤�

氏

「�

私
た
ち
の
存
在
の
本
質
に
つ
い
て
、

波
動
的
、
物
質
的
視
点
か
ら
考
え
る
」

◎
2
0
1
7
年
4
月
本
部
例
会

講
師　

池
川�

明�

氏

「�

子
供
達
の
出
産
前
の
記
憶
が
教
え
て

く
れ
る
こ
と
」

「
子
供
サ
ミ
ッ
ト
」

　

�
生
れ
る
前
の
記
憶
を
持
っ
て
い
る
子

供
た
ち
と
、
た
い
わ
士
の
南
山
み
ど

り
さ
ん
の“
た
い
け
ん
ト
ー
ク
会
”

◎
2
0
1
7
年
6
月
本
部
例
会

講
師　

大
高�
ゆ
う
こ�

氏

「�

自
分
も
知
ら
な
い
自
分
と
出
会
う

―
夢
の
チ
カ
ラ
」

講
師　

小
林�

敦�

氏

「
人
類
の
存
亡
を
分
け
る
も
の
」

◎
2
0
1
7
年
9
月
本
部
例
会

講
師　

石
川�

允
朗�

氏

「�

健
康
で
長
生
き
す
る
こ
と
を
科
学
的
と
心

霊
的
、そ
し
て
S
W
Ⅱ
に
つ
い
て
の
実
演
」

◎
2
0
1
7
年
10
月
第
26
回
全
国
大
会

　

�

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
テ
ー
マ

「
A
I
を
乗
り
越
え
る
の
は
?�

A
I［
人

工
知
能
］vs
P
S
I［
サ
イ
能
力
］」

◎
2
0
1
8
年
2
月
本
部
例
会

講
師　

篠
浦�

伸
禎�

氏

「
覚
醒
下
手
術
か
ら
始
ま
る
統
合
医
療
」

◎
2
0
1
8
年
4
月
本
部
例
会

講
師　

七
沢�

智
樹�

氏

　
　
　
　

杉
山�

彰�

氏

「�

ロ
ゴ
ス
ト
ロ
ン
シ
ス
テ
ム
が
拓
く
未
来
」

◎
2
0
1
8
年
6
月
本
部
例
会

講
師　

由
井�

寅
子�

氏

「�

体
・
心
・
魂
を
三
位
一
体
で
治
癒
に

導
く�

未
来
の
医
学
『
Z
E
N
ホ
メ
オ

パ
シ
ー
』」

◎
2
0
1
8
年
7
月
本
部
例
会

講
師　

清
水�

浦
安�

氏

　
　
　
　

愛
宕�

な
み�

氏

「�

天
界
に
帰
還
し
た
中
村
天
風
先
生
が

今
の
日
本
人
に
伝
え
た
い
こ
と
」

◎
2
0
1
8
年
9
月
本
部
例
会

講
師　

秋
山�

眞
人�

氏

「�

40
年
余
の
宇
宙
文
明
コ
ン
タ
ク
ト
か
ら

判
っ
て
き
た
こ
と
、
異
星
人
と
意
識
」

◎
2
0
1
8
年
10
月
第
27
回
全
国
大
会

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
テ
ー
マ

「
水
と
健
康
」

◎
2
0
1
9
年
2
月
本
部
例
会

講
師　

東
中
川�

徹�

氏

「
エ
ピ
ジ
ェ
ネ
テ
ィ
ク
ス
と
は
何
か
?
」

◎
2
0
1
9
年
4
月
本
部
例
会

講
師　

佐
々
木�

茂
美�

氏

　
　
　
　

佐
藤�
禎
花�

氏

　
　
　
　

苗�

鉄
軍�

氏

「
オ
ー
ブ
研
究
の
最
近
に
つ
い
て
」

◎
2
0
1
9
年
6
月
本
部
例
会

講
師　

小
久
保�

秀
之�

氏

「�

マ
イ
ク
ロ
P
K
現
象
の
発
生
メ
カ
ニ

ズ
ム
に
つ
い
て
」

◎
2
0
1
9
年
9
月
本
部
例
会

講
師　

志
賀�

一
雅�

氏

「�

脳
波
と
バ
ン
ア
レ
ン
帯
と
の
共
鳴
に

つ
い
て
」

◎
2
0
1
9
年
10
月
第
28
回
全
国
大
会

　

�

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
テ
ー
マ

「
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
・
ヒ
ー
リ
ン
グ
」

◎
2
0
2
0
年
2
月
本
部
例
会

講
師　

ア
マ
ナ（
呉
清
恵
）�

氏

「�『
カ
タ
カ
ム
ナ
潜
象
物
理
』
を
基
に
し

た
生
命
創
造
の
基
礎
構
造
（
仮
説
）
に

よ
る
意
識
体
ゼ
ロ
化
を
可
能
に
す
る

ヒ
ー
リ
ン
グ
メ
ソ
ッ
ド
」

◎
2
0
2
0
年
9
月
本
部
例
会

講
師　

山
崎�

正
男�

氏

「
多
能
性
幹
意
識
の
誘
導
に
よ
る
超

能
力
の
覚
醒
と
シ
ー
タ
ー
波
の
脳
波

（
i
P
T�

意
識
）」

◎
2
0
2
0
年
10
月
第
29
回
全
国
大
会

　

�

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
テ
ー
マ
「
サ
イ
と
免

疫
力
～
ガ
ン
・
ウ
イ
ル
ス
と
の
闘
い

も
含
め
て
～
」

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

●� ●



よって計測されることになる。―計画通りに
実験は、進められる。―有難うございました。
―テスト終了後は、クルマで、調布市の実
験室から都内の足立区の自宅まで送ることにな
る。そして、実験者が、調布の自宅に着く頃に
なると、夜が明け始める。

5）念写（物質化）の進行
サイ（気）は空間に充満している。念写実験

に際しては、撮影者に関係した特殊なサイ・気
（ユング、統合的無意識）を集める必要がある。
個性、カルマ、家族、民族、地域、人種等も
関係している。また、念写像は、物質（オーブ）
と素粒子（陰陽サイspin対）の集合体でもある。
癖もある。これらはオーブ出現の状況をみれば
分かる。

初めに、撮影場所の選定が必要になる。
（1）サイ（気）が存在している場所：聖地（神社、
仏閣等）、パワースポットなど。さらには蜜集
した市街地・住宅地の上空、高速道路の上空、
など。多少埃っぽい場所が良い。ただし、これ
らには、濃淡がある。

5−1）（B）と（A）の間にある［マクロPK］によっ
て念写が進行する。

ただし、意識体（サイ・気）の視覚による位置
の確認が必要である。（B）は対象になるオーブ

（物質、実体）でイオンボールとも言われている。
（A）は被験者の意識である。サイ（気）を集め
るためには、（1）湿度：家庭用のキリフキで噴霧
を造り、キリが消えたあと（1～8秒後）。（2）温
度（気温は14～16℃）：（3）実験者自身の準備：
瞑想、呼吸法、催眠などで、脳波を7～8Hzに
下げる事を、練習する。これらを揃えると、オー
ブの出現率は、従来の1/150から1/3にまで上
昇する。実験中の注意事項として、（4）Bの念
写像（オーブ）は白色（マンセル色表示で、各光
の強さ等しい事）。さらに、（5）オーブ（念写像）
の周りには、ノイズ状の微小オーブ（念球）が
取り巻いていて、しかも白色である事。つまり、
撮影者（A）（能力者）から放出される陰陽サイ
spin対と、（B）の意識体（オーブ）とが共振する

（同調する）事によって念写の形成が進行する。
つまり、この時、オーブ周辺にあるノイズ状オー
ブ（白色、念球）の加入（加算）が必要になる。

5−2）「マクロ量子重ねあわせ」によって、念

写像形成が進行する。
量子は原子核を構成する陽子、中性子、電

子などの総称で、光も量子の一種なので光子と
いう。量子の不思議な性質は粒子性と波動性
の二つの性質を兼ね備えていることにある。電
子はフェルミ粒子なので、停止している時は反
発しあうが、移動しているときは光子になるの
で、互いに引き合い、ボース粒子となる。また
電子には「量子もつれ（絡み合い）」、または「観
測問題」などがある。波長などの異なる波が「絡
み合い（重ね合わせ）」になっているので、波動
としてのシュレーディンガー方程式を正確に決
めることは出来ない。しかし、観測すれば、「重
ね合わせ」は瞬間的に壊れて、一点に収束して、
点（実像）が確率的に定まることになる。

以上はミクロな量子の現象である。最近は、
マクロな空間でも「重ね合わせ」が問題にされて
いる。つまり「BEC」である。ただし、問題もあ
る。室温で、レーザ―光もない雰囲気で、BEC
がどの様にすれば生成出来るかが問われてい
る。いま、かりに室温でもBECが可能であると
する。

あらゆる量子状態は、2つ以上の異なる波の
重ね合わせで表すことが出来る。例えば、福来
先生の「念」は、時間や空間を超えて宇宙に充
満している、という。「念」はサイ（気）であろう、
と判断している。先述したが、Aは被験者の意
識、Bは念写像である。AにはBの波が、Bに
はAの波が「重ね合わせ、絡み合い」になって
いるだろう、そして、観測によって、Bが実体
化され、物質化が進むことになる、と考える。
ただし、この場合にも、念写像を加算・形成さ
せるノイズ状の白色オーブ（物質化の素材）の
存在が必要になるだろ。この様な手法によって
も、念写形成が進む事になる。

6）検討並びに討論
筆者は、次記の様に考えております。実験結

果が少ないので、成否が不明です。検討と討
論をお願いします。

6−1）その1
1）の（1）をみる。福来先生は、結論として、

｛念｝は、願いを持ったエネルギーであり、時間
や空間を超えて宇宙・空間に充満している、と
した。筆者らは、（念）はサイ（気）を意味してい
ると判断している。サイ（気）は、陰陽サイspin
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「透視と念写」が発見された。それから約110
年を経た今、私達は、3日月型の月の念写像
を体外の空間に形成させる実験を行っている。
福来先生は、（7）念写の「念」は、時間を超え
る（遙か昔の弘法大師像の念写が可能）、空間
を超える（遠くの、月の裏側の念写像が可能）、
願いを叶える〔数枚重ねの乾板の任意の枚数目
に、任意の念写像を念写する〕等から、念写の

「念」は、時間を超えて宇宙･空間に充満して
いる、また、（8）透視や念写の研究を進めると、

「霊」の本質が分かる様になるだろう、と解説
している。なお、これらの福来先生の実験結
果は、欧米の「霊の物質化現象」に類似してい
る様に思われる。

2）透視・念写実験
筆者らの実験をみる。（1）呼吸法などを用い

て被験者の脳波（思考）の自由度を下げて、変
性意識状態（ASC）付近になり、目隠しをし
て、非肉眼で物を見る（透視の実験）。すると、

（2）大脳の無意識層から「サイ（気）」が体外に
放出されて意識体を形成する、つまり意識体に
も視覚が移り、向こう側からも物を見ることに
なる。（3）判断が難しい文字や図形を見る場合
には、（放出した）向側にいる意識体から、こち
ら側にある事物を見ることになる。これには多
くの実例がある。例えば、（4）透視時には、鏡
像が出現する（佐々木ら）。同様に、（5）念写時
にも鏡像が出現する（福来、佐々木）。ここに、
鏡像とは、右と左が逆で、上下は其の儘（正像）
である事を意味している。つまり、視点が向こ
う側に移った場合〈鏡像〉と、こちら側にもある
場合（正像）、つまり、場合に応じて、視点が2
個所になることを意味している。なお、（6）三日
月型の月の念写像の画像解析によると、意識体
を構成する要素は、陰陽のサイspin対（光子）
である事がわかった。

応用例としては、例えば、（7）念写実験の場
合には、体外にある意識体（向こう側、B）と
意識（こちら側、A、大脳皮質）の間で「マクロ
PK」並びに「マクロ量子もつれ」が成立する事
によって、情報の交換が行われ、念写形成（三
日月型念写像）が進行する、と判断している。

3）念写像（実像）の形成
量子は原子核を構成する陽子、中性子、電

子などの総称である。電子は動いている時は光

子になるので、波としての光も量子の一種であ
る。最近は、マクロな空間でも量子の波の「重
ね合わせ」が生起する事が解ってきた。例えば、
ボース・アインシュタイン凝縮（BEC）がある。
室温での量子の運動は様々であるが、極低温

〈絶体零度付近〉になると、運動は縮小して、あ
たかも一個の量子の様に振る舞う。そして量子
重ね合わせ（絡み合い）の崩壊による固定化（場
所、時間）が起きる。その結果として、AとB
の間で念写が進行する。―ただし、問題が
ある。どのようにして、室温でプラズマ光が無
い環境で、BECが生ずるのか、―が問われ
ている。

他方、今回の三日月型の月の動念写の場合に
は、変性意識状態（ASC）付近になった能力者

（A）から放出された意識体｛サイ（気）｝が、体
外にあるオーブ（B）に付着して（依り代として）、
念写像になる。そして、AとBとの間のマクロ
PK（念力）、つまり同調、共振によって念写が
形成・進行することになる。

4）念球の実現
透視の場合と同様に、念球（念写の小型）を

扱う。この時、体外に放出される意識体（サイ・
気）は球状化〈直径約1mm〉した陰陽サイspin
対（光子対）群である。

清田益章さん（少年時）の場合をみる。実験
者は小川雄二、佐々木茂美。例えば、或る土曜
日の午後。昼間はボール投げ、ふざけ合う、等
で学生と遊ぶ。簡単な夕食を済ませたのち、実
験室内でテスト開始となる。超常現象を見たい
という観察者（学生、数名）と雑談をしている。
2～3時間も待たされると、あきらめて帰る学生
もいる。終電車近くになる。すると、テストは
本番になる。私たちは、サイ（気）の出現を促
すために、例えば「くみ上げポンプの呼び水効
果」を用いている。念球の出現付近になる（勘
で分かる）。清田さんは実験を続けている。し
かし（サイ・気）は出現してこない。―変性
意識状態（ASC）付近になると―実験者は、
暗缶内（光と電磁波を遮断した缶内に太陽電池
と発光ダイオードを入れた）内のダイオードから
既知の光（商用電源、光）を出して、―驚い
てみせる（あー出たー）。―すると、（びっく
りして）これに釣られて、清田さんの無意識層
から（サイ・気）つまり（意識体、念球）が、体
外に放出される。そして、念球は、測定装置に
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1）はじめに
心霊現象研究の開始は、ニューヨーク州の

「ハイズヴィルの幽霊屋敷」のラップ音（叩音）
の発見（1848）であると言われている。実験は
続けられており、多くの結論が得られた。一例
として、（1）霊は煙の塊のような希薄な物質であ
り、普通は、肉眼では見えない。そして、時間
が経過すると、煙のごとく消えて無くなる。し
かし、（2）霊媒の作用によって霊が幻化した時、
つまり魂が霊媒から霊に移った場合には、普通
と同じように、吾人にも見える様になる。なお、

（3）霊媒とは、霊の媒介をする超能力者の事で、

脳波を変性意識状態（ASC）まで下げて失神状
態となり、魂を霊に移す人のことである。さら
に、（4）霊から分現した幻化相と力化相とが、
陰陽2面のごとく交互に呼応して物質を生み出
す。（5）無尽の霊は、宇宙空間の一切空間に偏
在していて、念ずれば念に相応する様相を出
現させることが出来る、これらが心霊現象の根
本原則である、という。以上は、（6）失神状態
の霊媒（の魂）が、霊の媒介になる事によって、
様々な心霊現象を生起させている事を意味して
いるのであろう。

日本では、福来友吉博士によって1910年に

サイ（気）による念写像の物質化（その１）サイ（気）による念写像の物質化（その１）
栗田　慶祐

きてX線に変わり吹き出し状に泳いだ後右側の
隅に50円玉の像半分が感光した姿になってい
る。なおこれらの念写写真はいずれもネガ像な
ので濃い方が感光が進んでいる。

X線は自然でも存在するので長い間金物を歯
科用フィルムの未開封パック上に載せておけば
その金物の像の形が抜けるように感光すること
も考えられる。そこで念のため、歯科用フィル
ムの未開封パックを、念写をしようとする人が
傍にいない状態で、念写に要する時間と同時間
放置した後現像してみたが、やはりそのような
感光は見られなかった。

写真1

　　　　左が磁場非印加で念写したもの
　　　　右が磁場印加で念写したもの

（※モノクロ印刷物になると明暗の区別がつかなくなる
可能性があるので、グレースケール画像の黒白の階調
0～255で示すと、左ではほどんどの画素が階調50に
集中しているのに対し、右では階調1～50まで分布し
平均45になっている）

以上のように、念力や透視予知、念写はアク
シオンによるのではないかと考えられる。ダー
クマターは既にその方面の研究者によって幽体
離脱やスピリットなども説明すると指摘されて
おり、霊的な現象もまたダークマターの最有力
候補であるアクシオンによって起きていると考
えるのは自然である。霊的存在を、磁場が強い
場所で見てしまうというのも頷ける。

写真2

写真3



アクシオン場ψ（x, t）が満たす方程式

と一致する。ここでmはアクシオンの質量であ
る。散乱理論でよくやるように

    ψ（x , t）=φ（x）exp（－E/ℏ･t）

とおいて、アクシオンがH.Forwaldのサイコロ
の被覆 x=0から zまでアクシオンのエネルギー
Eと同程度の、一定値の障壁ポテンシャルによ
り非弾性散乱された結果、被覆を含むサイコロ
が得たエネルギーとして、

    φ（z）=Em［1－exp（－mc/ℏ･ z）］

の形でH.Forwaldによる念力実験式が導ける。
その際H.Forwaldが発見した材料によらない
普遍定数a=0.00655［μ－1］が上述のアクシオン
の質量mの観測値から再現されるのである。上
記全国大会では「念力はまずπ中間子タキオン
に働く」と述べたがπ中間子とアクシオンは量子
物理学でいう混合（Mixing）の関係を構成して
おり、磁流の分布定数回路的には下流と上流の
関係にあたることがわかった。

筆者はすでに「念力計」の開発に成功してお
り、それを用いた実験などを通して、念力に成
功するには、相手（ターゲット）に意識を送る
だけでなくターゲットの位置を透視することも
重要であることがわかっている。そこで透視な
どESPもアクシオンによるのではないかと考え、
当方得意のスカラー波発生技術を用いたアクシ
オン場供給下で、3桁または4桁の数値をコン
ピュータの乱数で特定時間後に発生する装置立
てを用意し、事前にその数値を予知透視する実
験を2万回ほど行い、予知透視に成功したケー
スが偶然確率をどれだけ上回っているか統計学
上の検定を行った結果、p値=10のマイナス56
乗で予知透視能力が発揮されていることが確認
された。

以前このジャーナルでもご説明したように、
（とくにターゲットを残像ができるまでみつめる
方式の場合）念写は、右眼と左眼から出る二つ
のスカラー波の交差領域における縦波成分か
ら横波成分（つまり光）への変換分が感光した
ものだ。アクシオン波はスカラー波のひとつだ

が、サイズから考えて視覚野のミニコラム構造
など、そのニューロンの7回貫通型Gタンパク
共役受容体群からアクシオン波が出ているとみ
られる。こうしたことから、念写もアクシオン
波（アクシオン量子）によると考えられる。

アクシオンは軽くまた基本的に重力相互作用
しかしないのでなかなか「視る」ことができない
が、磁力線に触れるとフォトン（光子）に変わる
といわれている。つまり磁力線のもとでフォト
ンが湧き出すようにみえる。この現象を利用し
てアクシオン波が効率よく横波成分に変換され
るよう、念写用フィルム（歯科用フィルムを使
用）の近傍に磁場をつくることを考えた。因み
に最初の念写能力者長尾郁子の丸亀市は地磁
気の鉛直成分が四国の中では最も強い地区で
ある。

検討の結果、一様な磁場（平行な磁力線の
場）があると人体からのアクシオン波が効率よ
く横波成分に変換されることがわかった。それ
を作るためにはヘルムホルツコイルを用いる方
法もあるが、電流など外部からエネルギーを注
入すると誤解を招くおそれがあるので、理科実
験で用いるような棒磁石を複数束ねて作る方法
を用いた。このN極側の端面上に未開封の歯科
用フィルムを置いた場合と素の場合（磁場非印
加の場合）を比較するのである。もちろん歯科
用フィルムはX線フィルムである。

ターゲットとしては金物を歯科用フィルムの
未開封パック上に載せて、残像ができるまで凝
視する方法で念写を試みた。こうすれば、未開
封パックの内側で両眼からのアクシオン波の焦
点ができてX線に変わればその金物の像の形に
感光し、未開封パックの外側、両眼に近い方で
アクシオン波の焦点ができてX線に変わればそ
の金物の像の形が抜けるように感光するはずで
ある。

実際、東北日本サイ科学会のメンバーなどこ
れまで延べ60名弱の人にこの実験をしていた
だいたが、その9割で磁場を用いた方が明らか
に感光が進んでいた（写真1のサンプル参照）。
そして約5割でターゲットの金物の姿が明確に
写っていた。写真2と3にターゲットの金物を
50円玉にした場合の結果を示す。写真2は50
円玉の部分が感光が抑えられそれ以外が感光
しているサンプルを示す。写真3は50円玉の部
分が感光しているサンプルである。このケース
では未開封パック内にアクシオン波の焦点がで
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PK、ESPなどいわゆるサイ現象は、宇宙物
理学でいわれているダークマターの最有力候補
でもあるアクシオン量子によって起きているの
ではないか、そんなことが明らかとなってきた。

アクシオンは素粒子物理学において標準模型
の未解決問題を解消するためにその存在が期
待されている公式的には未発見の素粒子である
が、既にノーベル賞が与えられているヒッグス
粒子のその位相から出る量子（南部−ゴールド
ストーン粒子）であり、間接的観測ではあるも
のの独立に複数の研究グループにおいて共通の
質量値が求められている存在である。

この話は筆者研究中の「磁流理論」と実験に
よるものなのですこし説明を要する。

磁流理論は時空の表式であるローレンツ変換
が通信線や電力線を表す分布定数回路と同じ
形をしていることに注目した理論。分布定数回
路は神経系の簡単表現であることから意識を含
む物理を扱えるのではないかと考えた。分布定
数回路は複素数（複素電圧や複素電流）を扱う
モデルであるため時空の理論としての分布定数
回路（磁流の分布定数回路と呼んでいる）は必
然的にタキオンも含むことになる。現在のとこ
ろ一般に神経系の電圧、電流はとくに脳波を考
えれば意識の状態を表すと考えられている。こ
の状態は数学的に電圧や電流を各軸にとった
状態空間に表示される。このような場合脳波は
状態空間の渦軌道として表示される。したがっ
て磁流の分布定数回路の状態空間に表示され
る軌道の角運動量は時空の意識を表している
とみることができる。この渦=意識の発想は古
代からある人類の英知や哲学でいうコナトゥス

（conatus）という概念に一致する。この意識の
状態を変化させる力が意志力である。したがっ

て時空の角運動量分布を変化させる力は宇宙の
意志（意図）であるとみることもできる。磁流の
分布定数回路は我々自身も含むので、我々の意
志による角運動量の変化はその一部として起き
ているとみることができる。それが念力（念動
力）だろうというのが磁流理論の考え方である。

磁流理論では我々を含む時空は磁流の分布
定数回路で表されるタキオン・エーテル（タキ
オンでできたストカスティックなエーテル）で出
来ていると考える。そのように考えると、実際、
この宇宙にある粒子はタキオン・エーテルの渦
であり渦にならなかったタキオンは重力などい
われる4つの相互作用をつくっていることをそ
こから量子論のシュレーディンガー方程式や各
相互作用の方程式を導くことで示すことができ
ること、そしてその一環としてH.Forwaldによ
る「サイコロの位置決めテスト」（1950～1960年
代）における念力のエネルギーEについての実
験式

    E = Em（1－e-az）

も導くことができることは、第2～4回の日本サ
イ科学会全国大会（1990～1992年）でも述べた。
ここでzはサイコロの被覆の厚さ、aは被覆の
種類によらない定数でa=0.00655［μ－1］である

（H.Forwaldの念力実験式については「サイ科
学」�Vol.1, No.3�（1976）�pp22−27参照）。

上述のような意識でもあるタキオン・エーテ
ルの角運動量の変化としての運動量と圧力の場
は、現代物理学でいう電磁ポテンシャル（ベク
トル・ポテンシャルとスカラー・ポテンシャルと
呼んでいるもの）を含んでいるとみることができ
る。このポテンシャルが満たすクライン・ゴル
ドン方程式は磁流の分布定数回路から導かれ、

サイ現象はアクシオンによって起きている！サイ現象はアクシオンによって起きている！
� � � � � 東北日本サイ科学会会長　　佐佐木�康二


